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< はじめに > 

 

 

厚生労働省の建築年別病院数データによると、築 35 年を経過した病院が現

在も多数存在していることがわかります。医療施設の競争力を考えた場合、

建物の寿命は一般的に約 30 年とされており、老朽化した病院の建替えが今後

も継続して行なわれることが推定されます。 

 

今号は、2009 年 4 月 28 日発行の Healthcare Note（№09-14）「医療施設

建設プロジェクトにおけるコンストラクション・マネジメント(CM)」を基礎

としながらも新しい視点も加え、リニューアルしました。 

 

建替えに至る要因の分析や良い建替え・悪い建替えのパターン等について

も筆者が医療施設建設に関わった経験をもとに言及しております。 

 

病院事業において、建替えは最大かつ最重要の投資案件であり、その成否

は病院の将来を決定づけるといっても過言ではありません。失敗が許されな

い新病院建替えプロジェクトにおいて、様々な問題点の解決に寄与するコン

ストラクション・マネジメント（CM）方式導入のポイントを解説いたします。 
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